
（本
社

・
岡
谷
市
、
宮
坂
友

武
社
長
）
は
二
十
四

一
日
、
下

諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
下
社
秋

宮
で
安
全
大
会
を
開
き
、
労

災
の
防
止
や
健
康
を
祈
願
し

た
。
従
業
員
と
協
力
業
者
合

わ
せ
て
約
百
八
十
人
が
出
席

し
、
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

神
楽
殿
で
安
全
を
祈
願
し

坂
社
長
は

「事
業
が
減
り
、

小
規
模
化
す
る
中
、
完
全
施

工
が
求
め
ら
れ
る
。
ク
レ
ー

ム
ゼ
ロ
ヘ
一
層
信
頼
さ
れ
、

次
に
ス
テ
ッ
プ
で
き
る
体
制

を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
健

康
や
安
全
管
理
に
は
最
善
の

注
意
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

協
力
業
者
三
社
を
表
彰
し

た
。

卜
」
と
題
し
て
講
演
。
誤
認

や
行
動
ミ
ス
の
防
止
、
リ
ス

ク
の
事
前
評
価
と
許
容
の
可

否
決
定
な
ど
に
つ
い
て
再
確

認
し
た
。
　

　

（杉
田
敦
）

講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
興
和

工
業
の
安
全
大
会

(第二種郵便物認可)

ロ
ボ
ッ
ト
や
制
御
シ
ス
テ
ム
の
研
究
者
ら
で
つ
く

る
社
団
法
人
計
測
自
動
制
御
学
会
自
律
分
散
シ
ス
テ

ム
郡
会

（代
表

・
喜
多

一
京
都
大
学
教
授
）
は
二
十

四
日
、
第
二
十
回
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ボ
ジ
ウ

ム
を
諏
訪
市
の
浜
の
湯
で
開
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
発
表
の

一
つ
と
し
て
、
諏
訪
地
方
の
関
係
者
に
よ

る
も
の
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
発
表
が
行

わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（尾
崎

一
幸
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
学
の

研
究
者
、
学
生
、
企
業
関
係

者
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
、

諏
訪
地
域
の
取
り
組
み
も

発
表
さ
れ
た
自
律
分
散
シ

ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
な
ど

に
関
す
る
発
表
の
中
で
、
「地

域
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
―
諏

訪
地
域
の
事
例
」
と
題
し
た

発
表
が
行
わ
れ
た
。

工
業
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手

が
け
る
ケ
ル
ビ
ム

（諏
訪

市
）
の
堀
内
智
樹
社
長
は
諏

訪
地
域
の
中
小
企
業
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
発
表
。
諏

訪
バ
ー
チ
ャ
ル
エ
業
団
地
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ウ

ェ
ブ
研

究
会
な
ど
の
活
動
を
紹
介

し
、

「多
様
な
も
の
づ
く
り

は
産
業
化
し
て
利
益
を
上
げ

る
こ
と
が
難
し
い
が
、
今
後

も
価
値
創
造
的
な
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「庄

の
町
し
も
す
わ
あ
き
な
い
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
原
雅
広
専

務
理
事
は
、
下
諏
訪
町
御
回

町
の
商
店
街
活
性
化
を
紹
介

し
た
。
も
の
づ
く
り
の
改
善

手
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し

た
成
果
が
関
心
を
集
め
て
い

た
。京

都
大
学
の
喜
多
教
授
は

自
ら
会
長
を
務
め
る
諏
訪
産

業
集
積
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
産
学
連
携
の
取
り
組

み
を
報
告
し
た
。

谷
市
神
明
町
三
、
高
本
文
人

社
長
）
は
二
十
五
日
、
無
担

保
私
募
債
を
発
行
す
る
。
受

託

・
引
受
金
融
機
関
は
、
八

十
二
銀
行
岡
谷
支
店
と
商
工

組
合
中
央
金
庫
岡
谷
支
店

で
、
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
五
千

万
円
。
償
還
期
間
は
七
年
。

資
金
使
途
は
設
備
資
金

（新

工
場
取
得
資
金
）
。

同
社
は

一
九
四
九
年
、
下

諏
訪
町
で
創
業
し
た
。
現

平
均
株
価
郷
円
高

東
京
株
式

二
十
四
日
の
東
京
株
式
市

場
は
、
前
日
の
米
国
株
高
を

受
け
て
過
度
の
不
安
感
が
後

退
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、

ほ
ぼ
全
面
高
の
展
開
と
な

り
、
日
経
平
均
株
価
は
大
幅

続
伸
し
た
。
終
値
は
前
日
比

二
六
三
円
七
二
銭
高
の

一
万

三
〇
九
二
円
七
八
銭
だ

っ

た
。東

証

一
部
全
銘
柄
の
値
動

き
を
示
す
東
証
株
価
指
数

（Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
も
同
三
四

・
五

二
で
上
昇

の

一
二
八

四

・
四
五
と
大
幅
続
伸
。
出

来
高
は

二
十
六
億

一
千
七

百
九
十
五
万
株
、
売
買
代
金

は
三
兆
五
百
五
十
五
億
円
だ

っ
た
。

米
金
融
保
証
専
門
会
社

（モ
ノ
ラ
イ
ン
）
へ
の
資
本

注
入
観
測
な
ど
を
背
景
に
、

信
用
収
結
に
対
す
る
懸
念
は

い
っ
た
ん
和
ら
い
だ
格
好
。

前
日
に
は
海
外
市
場
で

一
が

出

一
〇
四
円
台
ま
で
進
ん
だ

円
高
も

一
般
し
、
幅
広
い
銘

柄
に
買
い
が
入
っ
た
。

二
十
四
日
は
ア
ジ
ア
各
国

の
主
要
株
価
指
数

も
総
じ

て
上
昇
し
て
お
り
、
下
値
不

安
が
薄
ら
い
だ
形
と
な

っ

た
。円

１０６

円

台

前

半

東

京

外

為

二
十
四
日
の
東
京
外
国
為

替
市
場
の
円
相
場
は
、
国
内

輸
出
企
業
の
ド
ル
売
り
な
ど

で
小
反
発
し
た
。
午
後
五
時

現
在
は

一
が
＝

一
〇
六
円
三

八
十
二
九
銭
と
前
田
比

一
五

銭
の
円
高

・
ド
ル
安
。

米
国
の
金
融
不
安
緩
和
ヘ

の
期
待
か
ら
ド
ル
買
い
が
進

ん
だ
前
日
の
一

れ
を
引
き
継
ゃ

時

一
〇
六
円
，

―
口
＝

一
五

八
銭
と
同
一二

ユ
ー

ロ
安
玄

る
。

一

Ｌ
◆
三
菱
ふ
重
「

ね
た
工
場
用
兆
を
酌
得
し
、

新
工
場
を
建
設
し
て
い
る
。

工
場
集
約
化
と
合
理
化
設

備
の
導
入
で
、　
一
員
し
た
生

産
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
無
人
化
、
素
人
化
、
ス

ピ
ー
ド
化
な
ど
生
産
の
高
度

化
を
図
る
。
営
業
部
、
生
産

管
理
部
、
生
産
技
術
部
を
新

設
し
、
管
理
体
制
を
強
化
し

て
自
動
車
関
連
企
業
な
ど
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
生
産

・

谷
技
産
凋
落
Ｔ

庫

・
県
信
用
担

同
保
証
。
同
井

工
技
術
を
通
ド

素
材
つ
性
項
諄

揮
さ
せ
る
州
ゴ

の
技
術

・
品
帝

造
し
て
信
頼
ふ

に
、
地
域
社
ふ

目
指
し
た
論

る
。
　
　
　
、

金・プラチナ
24日の相場働込)
【塩 雪 】  【 四 聖 】
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産学連携

諏
訪
地
方
の
事
例
発
表

計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ン
ポ

全
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者

な
ど
で
つ
く
る
計
測
自
動
制

御
学
会

（事
務
局

・
東
京
）

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二

十
四
日
、
二
日
間
の
日
程
で

諏
訪
市
内
で
始
ま

っ
た
。
初

日
は
九
分
科
会
が
開
か
れ
、

諏
訪
地
方
で
の
産
学
連
携
な

ど
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
あ

っ
た
。

「地
域
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
～
諏
訪
地
域
の
事
例
」
を

諏
訪
地
方
の
産
学
連
携
な
ど
に
つ
い
て
事
例
発
表

が
あ
っ
た
計
測
自
動
制
御
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
　

ｉ

　

店

‥

，

テ
ー

マ
に
し
た
分
科
会
で

は
ヽ
大
学
の
研
究
者
り
四
人

が
発
表
。
京
大
学
術
情
報
メ

デ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
の
喜
多
一

教
授
は
、
自
身
が
会
長
を
務

め
、
諏
訪
地
方
の
製
造
業
の

経
営
者
が
参
加
し
て
い
る

「諏
訪
産
業
集
積
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
研
究
者
を
招

い
た
講
演
会

の
開
催
に
触

れ
一

「企
業
が
人
事
業

‐
展
開

で
）
求
め
る
人
を
呼
ん
で
一き

て
、
持
っ
て
い
る
知
恵
を
企

業
と
結
び
付
け
た
い
」
と
話

し
た
。

市
内
で
工
業
デ
ザ
イ
ン
会

社
を
経
営
す
る
堀
内
智
樹
さ

ん
は

「諏
訪
地
方
の
企
業
は

外
部
委
託
を
進
め
た
結
果
ヽ

＋
年
ほ
ど
前
に
比
べ
技
術
者

が
減
っ
て
い
る
≡
と
報
告
。

「も
の
づ
く
り
を
ど
う
続
け

て
い
く
の
か
、
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え

て
い
た
。

諏
訪
清
陵
高
校

（諏
訪
市

清
水
）
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（Ｓ
Ｓ

Ｈ
）
コ
ー
ス
の
二
年
生
二
十

四
人
は
二
十
四
日
、
二
月
に

訪
れ
る
米
国
ア
ラ
ス
カ
で
の

オ
ー
ロ
ラ
観
測
に
向
け
て
、

国
立
極
地
研
究
所

（東
京
）

の
佐
藤
夏
雄
副
所
長
（６０
）
の

講
義
を
同
校
で
受
け
、
オ
ー

ロ
ラ
研
究
の
最
前
線
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

南
極
観
測
隊
長
な
ど
を
務

め
た
佐
藤
副
所
長
は
、
現
地

で
自
ら
撮
影
し
た
オ
ー
ロ
ラ

の
写
真
や
、
北
極
で
撮
影
さ

れ
た
写
真
、
動
画
を
見
せ
な

が
ら
、
太
陽
か
ら
飛
び
出
し

た
電
子
が
大
気
中
の
酸
素
原

子
な
ど
と
衝
突
し
て
光
る
オ

ー
ロ
ラ
の
仕
組
み
を
説
明
。

お
よ
そ
十

一
年
周
期
で
変
動

す
る
太
陽
活
動
の
激
し
い
年

に
当
た
れ
ば

「北
海
道
で
も

見
え
る
」
と
話
し
た
。

最
後
に

「実
際
に
見
た
オ

ー
ロ
ラ
は
空

一
面
に
広
が

っ

て
い
た
れ
そ
の
感
動
を
ぜ
ひ

味
わ

っ
て
は
し
い
」
と
生
徒

た
ち
に
語
り
か
け
た
。

ア
ラ
ス
カ
で
の
オ
ー
ロ
ラ

観
測
な
ど
は
文
部
科
学
省
の

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の

一
環
。
同
コ

ー
ス
の
二
年
生
が
二
月
五
日

か
ら
六
日
間
、
現
地
を
訪
れ

る
。
激
し
く
動
く
オ
ー
ロ
ラ

を
見
て
み
た
い
と
い
う
曽
根

原
知
宏
君
（１７
）は

「さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
オ
ー
ロ
ラ
の
仕

組
み
が
分
か

っ
た
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
た
。

究

ぶ

オーロラ研

最前線を学
アラスカ研修へ諏訪清陵高

オー回ラの写真を見せながら発生の仕組みなどを話
す国立極地研究所の佐藤夏雄副所長 =諏 訪清陵高校

！！！１

！
！！１
１
剣
璃
圏
網
留
判
Ｈ
Ｈ
＝

ｉ‐Ｉ
Ｈ

Ｉ！！―

！！
１
１

下諏訪町大社通り
下
諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
下

社
秋
宮
に
続
く
国
道
■
４
２

号

（大
社
通
り
）
で
、
北
側

に
歩
道
を
整
備
す
る
た
め
の

測
量
が
始
ま

っ
て
い
る
。
二

〇
〇
五
年
度
に
完
成
し
た
南

側
の
歩
道

（幅
四
肝
）
に
続

全
中
ス
ケ
ー
ト
ヘ

３
選
手
健
闘
誓
う

富
士
見
役
場
訪
間

長
野
市
の
エ
ム
ウ

ェ
ー
ブ

な
ど
で
二
月
二
十
五
日
の
日

程
で
開
く
全
国
中
学
校
ス
ケ

ー
ト
大
会
に
出
場
す
る
富
士

見
町
内
の
二
校
の
ス
ケ
ー
ト

北側歩道も整備ヘ

い
て
県
が

観
だ
客
↓

並
み
づ
ど

ド
ス
ケ

南
中
学
一

君
（１５
）

し
て
合
十
分
。

11年度完成めざす


